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㈠
　
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
意
義
と
特
質

　

請
求
の
放
棄
と
は
、
原
告
が
、
訴
訟
上
の
請
求
（
訴
訟
物
）
に
つ
い
て
理
由
が
な
い
こ
と
を
自
認
し
て
、
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
訴
訟
行
為

を
い
い
、
請
求
の
認
諾
と
は
、
被
告
が
、
原
告
の
訴
訟
上
の
請
求
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
理
由
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
訴
訟
手
続
を
終
了
さ

せ
る
訴
訟
行
為
を
い
う
。
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
手
続
は
、
と
も
に
、
判
決
で
は
な
く
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
訴
訟
を
終
了
さ
せ

る
手
続
で
あ
り
、
前
者
は
、
自
己
の
請
求
を
放
棄
す
る
と
い
う
形
式
に
よ
り
訴
訟
物
を
処
分
し
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
者

は
、
相
手
方
の
請
求
を
認
め
る
と
い
う
形
式
で
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
も
、
伝
統
的
な
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
原
告

ま
た
は
被
告
に
よ
る
裁
判
所
に
対
す
る
一
方
的
な
意
思
表
示
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

請
求
の
放
棄
や
請
求
の
認
諾
が
な
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
、
そ
の
要
件
が
存
在
す
る
か
否
か
を
調
査
し
、
そ
の
要
件
が
存
在
す
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
命
じ
て
、
請
求
に
つ
い
て
放
棄
ま
た
は
認
諾
が
な
さ
れ
た
旨
を
、
調
書
に
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
規
六
七
条
一
項
一
号
）。
こ
の
調
書
は
、
放
棄
調
書
ま
た
は
認
諾
調
書
と
呼
ば
れ
る
。

　

請
求
の
放
棄
ま
た
は
請
求
の
認
諾
の
手
続
に
関
し
て
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
上
、
二
六
六
条
に
規
定
が
あ
り
、
放
棄
調
書
ま
た
は
認
諾
調

書
に
お
け
る
調
書
記
載
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
二
六
七
条
に
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
民
事
訴
訟
法
に
は
、
現
行
民
事
訴
訟
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法
二
六
六
条
に
相
当
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
同
条
は
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
当
事
者
の
訴
訟
行

為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
手
続
が
、
新
た
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
旧
法
で
は
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
請
求
の
認
諾
に

関
し
て
は
、
そ
の
効
果
を
定
め
る
規
定
（
旧
二
〇
三
条
）
が
置
か
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
手
続
に
つ
い
て
は
明
文
規
定
が
な

く
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
定
の
法
実
務
も
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
現
行
法
は
、
請
求
の
放
棄
行
為
や
認
諾
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
口
頭
弁
論
等
の
期
日
」
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
た
の
で
あ
る
（
二
六
六
条
一
項
）。
こ
こ
で
い
う
「
口
頭
弁
論
等
の
期
日
」
と
は
、
口
頭
弁
論
期
日
、
弁
論
準
備
手
続
期
日
お
よ

び
和
解
期
日
を
い
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
六
一
条
三
項
を
参
照
）。
ま
た
、
口
頭
弁
論
等
の
期
日
に
欠
席
し
た
当
事
者
が
、
書
面
で

請
求
の
放
棄
や
認
諾
を
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
場
合
の
規
律
に
つ
い
て
も
、
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
六
六
条
二
項
）。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
新
た
に
和
解
期
日
で
も
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
口
頭
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
和

解
期
日
も
裁
判
官
が
主
宰
す
る
手
続
で
あ
り
、
裁
判
官
の
面
前
で
行
わ
れ
る
の
で
、
裁
判
所
に
対
す
る
意
思
表
示
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
口

頭
弁
論
の
場
合
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
ま
た
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
便
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
本
章
に
規
定
さ
れ
た
訴

え
の
取
下
げ
も
（
訴
訟
上
の
和
解
は
も
ち
ろ
ん
）、
和
解
期
日
に
お
い
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
も
、
平
仄
が
合
う
。

　

次
に
、
現
行
民
事
訴
訟
規
則
は
、
進
行
協
議
期
日
の
制
度
を
新
た
に
設
け
、
そ
こ
で
も
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
し
て
い
る
（
規
九
五
条
二
項
）。
進
行
協
議
期
日
は
、
専
ら
訴
訟
の
進
行
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
の
で
、
訴
訟
資

料
的
な
も
の
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
和
解
期
日
で
も
、
訴
え
の
取
下
げ
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
の
陳
述
を
認
め
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
進
行
協
議
期
日
も
受
訴
裁
判
所
ま
た
は
受
命
裁
判
官
の
面
前
で
行
わ
れ
る
手
続
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
認
め
て

も
特
段
の
弊
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
進
行
協
議
期
日
で
も
請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

た
の
で
あ
る（
（（
（

。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

一
六
二

当
事
者
の
意
思
に
よ
る
訴
訟
終
了
・
考
㈢

五
七
四

　

さ
ら
に
、
民
事
訴
訟
法
二
六
六
条
で
は
、
当
事
者
が
書
面
で
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
場
合
に
、
口
頭
弁
論

等
の
期
日
に
欠
席
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
ま
た
は
受
命
裁
判
官
も
し
く
は
受
託
裁
判
官
は
、
こ
の
書
面
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
が
陳
述

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
（
二
六
六
条
二
項
）。

　

ま
た
さ
ら
に
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
ど
の
審
級
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
請
求
の
認
諾
の
沿
革
・
性
質
（
→
㈡
）、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
請
求
の
認
諾
の
方
式
と
要
件
（
→
㈢
）、

請
求
の
放
棄
お
よ
び
請
求
の
認
諾
の
効
果
等
（
→
㈣
）
の
順
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

㈡
　
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
沿
革
と
性
質

１　

制
度
の
沿
革

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
制
度
に
は
、
日
本
民
事
訴
訟
法
の
沿
革
上
、
判
決
制
度
か
ら
調
書
制
度
へ
の
大
き
な
転
換
が
み
ら
れ
る
。

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
制
度
の
母
法
は
ド
イ
ツ
法
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
放
棄
調
書・認
諾
調
書
の
制
度
で
は
な
く
、
放
棄
判
決・

認
諾
判
決
の
制
度
を
採
用
し
て
い
た（
（（
（

。
そ
の
制
度
を
継
受
し
た
明
治
民
事
訴
訟
法
で
は
、
抛
棄
判
決
・
認
諾
判
決
の
制
度
が
存
在
し
た
。
そ

の
二
二
九
条
に
、「
口
頭
弁
論
ノ
際
原
告
其
訴
ヘ
タ
ル
請
求
ヲ
抛
棄
シ
又
ハ
被
告
之
ヲ
認
諾
ス
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
申
立
ニ
因
リ
其
抛
棄
又

ハ
認
諾
ニ
基
キ
判
決
ヲ
以
テ
却
下
又
ハ
敗
訴
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
可
シ
」
と
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
手
続
が
規
定
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
判
決
の
制
度
が
存
在
し
た
理
由
は
、
母
法
の
規
律
の
継
受
で
あ
る
が
、
既
判
力
に
よ

る
紛
争
の
蒸
し
返
し
の
禁
止
の
要
請
と
、
債
務
名
義
と
し
て
内
容
の
特
定
性
や
一
義
的
な
明
確
性
の
確
保
の
要
請
と
に
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
大
正
民
事
訴
訟
法
の
制
定
の
さ
い
に
、
判
決
制
度
か
ら
訣
別
し
、
調
書
制
度
の
規
律
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
請
求

の
放
棄
お
よ
び
認
諾
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
〇
三
条
に
「
和
解
又
ハ
請
求
ノ
抛
棄
若
ハ
認
諾
ヲ
調
書
ニ
記
載
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
記
載
ハ
確
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定
判
決
ト
同
一
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
と
し
て
、
現
在
の
民
事
訴
訟
法
二
六
七
条
に
相
当
す
る
規
定
の
み
が
置
か
れ
た
の
で
あ（
（（
（

る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
抛
棄
判
決
・
認
諾
判
決
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
の
制
度
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
基

本
的
な
考
え
方
に
、
大
き
な
差
異
が
生
じ
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
一
方
で
、
判
決
の
場
合
に
は
、
原
告
に
よ
る
請

求
の
放
棄
ま
た
は
被
告
に
よ
る
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
、裁
判
所
が
訴
訟
要
件
を
審
査
し
た
う
え
で
、自
ら
本
案
判
決
、つ
ま
り
放
棄
判
決・

認
諾
判
決
を
言
い
渡
し
、
判
決
に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
方
法
な
ど
（
控
訴
、
上
告
。
再
審
）
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
の

に
対
し
て
、
他
方
で
、
調
書
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
書
記
官
が
作
成
し
、
裁
判
所
の
要
件
審
査
は
、
間
接
的
に
す
ぎ
ず
（
規
六
七
条
一
項
一

号
・
六
六
条
二
項
参
照
）、
当
事
者
は
、
調
書
に
対
し
て
異
議
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
判
決
に
対
す
る
よ
う
な
不
服
申
立
て
の

方
法
な
ど
（
控
訴
、
上
告
。
再
審
）
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
調
書
の
作
成
に
よ
っ
て
、
訴
訟
終
了
効
が
生
じ
る
点
で
は
、
判
決
の

場
合
と
同
様
に
み
え
る
が
、
判
決
に
よ
る
効
力
の
発
生
に
は
、
そ
の
確
定
が
必
要
に
な
る
の
に
対
し
て
、
調
書
の
場
合
に
は
、
そ
の
作
成
に

よ
っ
て
効
力
が
生
じ
る
点
に
も
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
判
決
の
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
に
つ
き
、
客
観
的
範
囲
（
一
一
四
条
）
お
よ
び
主
観

的
範
囲
（
一
一
五
条
）
に
関
す
る
規
定
が
存
在
す
る
が
、
調
書
制
度
を
採
用
し
た
請
求
の
放
棄
お
よ
び
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
は
、「
確
定

判
決
と
同
一
の
効
力
」
と
規
定
さ
れ
る
の
み
で
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
判
決
か
ら
調
書
へ
の
転
換
は
、
制
度
自
体
の
変
質
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
調
書
記
載
の
効
力
の
点
で

は
、「
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
」（
二
六
七
条
）
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
制
度
を
、
ど
こ
ま
で
判
決
の
制

度
に
近
似
的
な
も
の
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
近
時
、
判
決
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
調
書
判
決

の
制
度（
二
五
四
条
）の
創
設
に
よ
り
、
い
わ
ば
「
判
決
代
用
調
書
」（
内
容
的
に
は
、
本
案
判
決
の
判
決
書
に
相
当
す
る
も
の
）
と
で
も
い

う
べ
き
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
者
の
垣
根
は
さ
ら
に
低
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
調
書
判

決
は
、
判
決
言
渡
し
の
一
種
で
あ
り
、
裁
判
所
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
沿
革
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
請
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求
の
放
棄
・
認
諾
の
性
質
論
と
と
も
に
、要
件
や
効
果
、お
よ
び
瑕
疵
の
主
張
方
法
な
ど
の
点
で
、差
異
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。

２　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
性
質

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
と
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
性
質
の
行
為
か
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
議
論
が
あ
る（
（（
（

。
か
つ
て
は
、
こ
の
性
質
論
が
、

要
件
と
効
果
の
規
律
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　

一
般
に
は
、
訴
訟
行
為
か
（
訴
訟
行
為
説
）、
私
法
行
為
か
（
私
法
行
為
説
）
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
。
ま
ず
、
通
説
は
、
訴
訟
行
為
説

で
あ
り
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
は
、
と
も
に
訴
訟
手
続
の
な
か
で
行
わ
れ
る
訴
訟
行
為
で
あ
り
、
直
接
に
訴
訟
手
続
に
対
し
て
効
果
を

も
つ
純
粋
な
民
事
訴
訟
法
上
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
み
る（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
私
法
行
為
説
は
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
実
質
を
み
た
場
合
に
、
実
体
法
上
の
権
利
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
で
あ
り
、

こ
れ
に
裁
判
所
の
公
証
行
為
が
付
加
さ
れ
た
実
体
法
上
の
行
為
に
す
ぎ
な
い
と
す
る（
（（
（

。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
請
求
の
放
棄
も
認
諾
も
、
と
も
に
訴
訟
上
の
効
果
（
訴
訟
終
了
効
・
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
）
の
発
生
を
目

指
し
た
訴
訟
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
意
思
表
示
の
な
か
に
は
、
文
字
通
り
、
訴
訟
上
の
請
求
で
あ
る
権
利
関
係
の
放
棄
や
認
諾
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
思
表
示
の
有
効
無
効
が
問
題
と
な
る
と
き
に
は
、
実
体
法
規
定
の
適
用
を
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
訴
訟
行
為
説
に
立
ち
つ
つ
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
と
い
う
当
事
者
意
思
を
考
慮
し
て
、
実
体

法
規
定
の
類
推
適
用
を
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

３　

請
求
の
放
棄
と
訴
え
の
取
下
げ

　

請
求
の
放
棄
と
訴
え
の
取
下
げ
は
、と
も
に
原
告
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
訴
訟
手
続
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
で
あ
る
が
、
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請
求
の
放
棄
が
、
訴
訟
物
で
あ
る
権
利
関
係
の
放
棄
で
あ
り
、
そ
の
喪
失
（
処
分
）
を
内
容
と
す
る
の
に
対
し
て
、
訴
え
の
取
下
げ
は
、
訴

訟
物
で
あ
る
権
利
関
係
の
処
分
で
は
な
く
、
手
続
自
体
を
遡
及
的
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
実
体
的
な
紛
争
解
決
を
し

な
い
形
式
で
は
あ
る
も
の
の
、
紛
争
自
体
の
終
息
を
意
図
し
た
手
続
で
あ
る
（
→
二
㈣
）。
そ
れ
ゆ
え
、
請
求
の
放
棄
に
は
、
被
告
の
同
意

は
不
要
で
あ
る
が
、
訴
え
の
取
下
げ
に
は
、
被
告
の
同
意
が
必
要
と
な
る（
（（（
（

。

　

た
だ
し
、
終
局
判
決
後
の
訴
え
の
取
下
げ
は
、
再
訴
禁
止
効
を
も
た
ら
す
の
で
、
た
と
え
ば
、
一
方
で
、
仮
に
請
求
認
容
判
決
を
得
た
原

告
が
訴
え
を
取
り
下
げ
る
場
合
（
通
常
、
被
告
は
同
意
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。）
は
、
再
訴
禁
止
効
（
二
六
二
条
二
項
）
が
働
き
、
被
告
は
、

同
一
の
訴
え
を
提
起
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
請
求
の
放
棄
の
場
合
に
近
似
し
、
他
方
で
、
請
求
棄
却
判
決
を
受
け
た
原
告
が
訴
え
を
取

り
下
げ
る
場
合
も
（
被
告
が
、
仮
に
同
意
す
れ
ば
）、
再
訴
禁
止
効
が
働
き
、
被
告
は
、
同
一
の
訴
え
を
提
起
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、

請
求
の
放
棄
の
場
合
に
近
似
す
る
（
再
訴
禁
止
効
の
含
意
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
二
㈣
３
を
参
照
）。
放
棄
調
書
の
記
載
に
既
判
力
を
肯
定

す
る
か
否
か
、
再
訴
を
禁
止
す
る
効
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
よ
り
、
後
訴
の
遮
断
の
強
弱
は
異
な
る
が
、
作
用
的
に
は
、
両
者
は
近

似
性
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
請
求
の
放
棄
と
訴
え
の
取
下
げ
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
二
㈠
４
を
参
照
。

４　

請
求
の
認
諾
と
裁
判
上
の
自
白
等

　

請
求
の
認
諾
と
裁
判
上
の
自
白
は
、
と
も
に
、
あ
る
事
項
を
認
め
る
点
で
共
通
性
を
も
つ
が
、
様
々
な
異
同
が
存
在
す
る
。

　

ま
ず
、
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
、
①
そ
の
対
象
は
、
訴
訟
物
で
あ
る
権
利
関
係
（
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
）
で
あ
り
、
②
そ
の
根
拠
に
は
、

当
事
者
の
私
的
自
治
・
自
己
決
定
の
原
則
に
由
来
す
る
処
分
権
主
義
が
存
在
し
、
③
裁
判
所
の
審
理
判
断
の
側
面
で
は
、
請
求
の
認
諾
が
あ

れ
ば
、
請
求
の
当
否
に
つ
い
て
の
審
理
判
断
が
全
面
的
に
不
要
に
な
る
（
手
続
終
了
効
）。
④
請
求
の
認
諾
は
、
上
告
審
に
お
い
て
も
可
能



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

一
六
六

当
事
者
の
意
思
に
よ
る
訴
訟
終
了
・
考
㈢

五
七
八

で
あ
る
。
⑤
請
求
の
認
諾
の
取
消
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
訴
訟
行
為
と
意
思
の
瑕
疵
の
問
題
と
な
り
（
→
㈣
３
）、
⑥

請
求
の
認
諾
の
効
果
と
し
て
は
、
手
続
的
に
は
、
手
続
終
了
効
、
内
容
的
に
は
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
が
生
じ
る
（
二
六
七
条
）
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
⑦
裁
判
上
の
自
白
と
は
異
な
り
、
請
求
の
認
諾
は
、
口
頭
弁
論
期
日
や
弁
論
準
備
期
日
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
和
解
期

日
や
進
行
協
議
期
日
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
上
の
自
白
と
は
、
裁
判
上
に
お
け
る
相
手
方
の
主
張
す
る
自
己
に
不
利
な
事
実
を
認
め
る
意
思
表
示（
（（（
（

で
あ
る
が
、

①
そ
の
対
象
は
、
事
実
（
特
に
、
主
要
事
実
）
で
あ
り
、
②
そ
の
根
拠
に
は
、
当
事
者
の
私
的
自
治
・
自
己
決
定
の
原
則
に
由
来
す
る
弁
論

主
義
が
存
在
し
、
③
裁
判
所
の
審
理
判
断
の
側
面
で
は
、
裁
判
上
の
自
白
が
あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
自
白
さ
れ
た
事
実

に
拘
束
さ
れ
、
そ
れ
に
反
す
る
事
実
を
判
決
の
基
礎
に
で
き
な
く
な
り
（
審
判
排
除
効
）、
自
白
さ
れ
た
事
実
は
、
不
要
証
事
実
と
な
る
の

で
あ
る
（
不
要
証
事
実
化
。
一
七
九
条
）。
ま
た
、
自
白
し
た
当
事
者
も
、
自
己
の
自
白
に
拘
束
さ
れ
、
自
由
に
自
白
を
撤
回
し
た
り
、
自

白
し
た
事
実
に
反
す
る
主
張
が
で
き
な
く
な
る
（
不
可
撤
回
効
。
た
だ
し
、
裁
判
所
は
、
自
白
が
な
さ
れ
て
も
、
請
求
の
認
諾
と
は
異
な
り
、

自
白
さ
れ
た
事
実
や
権
利
関
係
を
基
礎
に
し
て
、
さ
ら
に
請
求
の
当
否
を
審
理
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）。
④
裁
判
上
の
自
白
は
、
事

実
審
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
⑤
裁
判
上
の
自
白
の
撤
回
・
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
自
白
が
成
立
す
れ
ば
、
自
白
当
事
者
が

自
由
に
撤
回
・
取
消
し
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
一
定
の
要
件
が
あ
れ
ば
、
自
白
当
事
者
は
、
自
白
を
撤
回
・
取
消
し
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
⑥
裁
判
上
の
自
白
の
効
果
は
、
先
に
挙
げ
た
、
審
判
排
除
効
、
不
要
証
事
実
化
、
不
可
撤
回
効
で
あ
る
。
な
お
、
権
利
自
白（
（（（
（

は
、

請
求
の
認
諾
に
似
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
一
般
に
、
訴
訟
物
で
あ
る
権
利
・
法
律
関
係
自
体
は
争
い
な
が
ら
も
、
そ
の
前
提
と
な
る
先
決
的

な
権
利
・
法
律
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の
主
張
を
認
め
る
と
い
う
陳
述
で
あ
る
点
で
異
な
る
。
ま
た
、
裁
判
上
の
自
白
に
は
、

擬
制
自
白
（
一
五
九
条
一
項
）
の
制
度
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
事
者
が
口
頭
弁
論
期
日
ま
た
は
弁
論
準
備
手
続
期
日
に
お
い
て
、
相
手
方

の
主
張
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
争
わ
な
い
場
合
の
規
律
で
あ
り
、
請
求
の
認
諾
と
は
異
な
る（
（（（
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
自
白
の
場
合
に
は
、
権
利
自
白
で
あ
れ
、
事
実
自
白
で
あ
れ
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
審
理
を
し
、
請
求
の
当
否

を
判
断
し
た
う
え
で
、
終
局
判
決
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
請
求
の
認
諾
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
が
調
書
に
記
載
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
自
白
が
弁
論
主
義
の
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
請

求
の
認
諾
は
、
処
分
権
主
義
の
レ
ベ
ル
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

㈢
　
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
方
式
と
要
件

１　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
方
式

　

請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
原
告
が
、
裁
判
所
に
対
し
て
請
求
の
放
棄
行
為
を
行
い
、
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
、
裁
判
所
に

対
し
て
請
求
の
認
諾
行
為
を
行
う
。
い
ず
れ
も
意
思
表
示
で
あ
り
、
口
頭
弁
論
期
日
等
（
口
頭
弁
論
期
日
、
弁
論
準
備
手
続
期
日
、
和
解
期

日
）
に
お
い
て
、
出
席
し
た
当
事
者
が
、
裁
判
所
に
対
し
て
直
接
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
六
条
一
項
）（
（（（
（

。
進
行
協
議
期
日
に
お
い
て
も
、

同
様
に
可
能
で
あ
る
（
規
九
五
条
二
項
）。

　

ま
た
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
な
す
旨
の
書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
当
事
者
が
、
口
頭
弁
論
期
日
等
に
出
席
し
な
い
場
合
は
、
裁
判
所

ま
た
は
受
命
裁
判
官
も
し
く
は
受
託
裁
判
官
が
、
そ
の
旨
の
陳
述
を
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
六
条
二
項
）。
こ
れ
は
、

そ
の
種
の
書
面
を
裁
判
所
に
提
出
し
た
当
事
者
が
、
あ
え
て
裁
判
所
に
出
席
し
て
自
己
の
権
利
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い

の
で
、
そ
の
意
思
が
確
実
で
あ
る
限
り
は
、
口
頭
主
義
を
貫
く
必
要
は
な
く
、
訴
訟
終
了
効
を
認
め
て
も
よ
い
と
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い

る
（
（（（
（

。
口
頭
主
義
を
補
完
す
る
書
面
主
義
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
民
事
訴
訟
法
二
六
六
条
二
項
に
よ
れ
ば
、「
請
求
の
放
棄
又
は
認
諾
を
す
る
旨
の
書
面
を
提
出
し
た
当
事
者
が
口
頭
弁
論
等
の

期
日
に
出
頭
し
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
又
は
受
命
裁
判
官
若
し
く
は
受
託
裁
判
官
は
、
そ
の
旨
の
陳
述
を
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
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る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
等
が
、
い
わ
ば
裁
量
的
に
請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
と
み
な
す
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
立
案
担
当
者
は
、
そ
の
種
の
書
面
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
等
が
い
ち
い
ち
欠
席
当
事
者

に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
書
面
の
記
載
か
ら
そ
の
意
思
を
判
断
し
、
そ
の
擬
制
陳
述
を
調
書
に
記
載
す
る
と
い
っ
た
手

続
を
と
る
と
す
る（
（（（
（

。

　

し
か
し
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
は
、
確
か
に
重
要
な
訴
訟
行
為
で
は
あ
り
慎
重
な
処
理
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
も
、
そ

れ
ら
が
、
基
本
的
に
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
種
の
書
面
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
文
面

か
ら
疑
義
の
あ
る
場
合
に
の
み
裁
判
所
書
記
官
が
事
前
の
確
認
を
し
、
そ
う
で
は
な
く
文
面
上
当
事
者
の
意
思
が
明
確
で
あ
る
以
上
、
裁
判

所
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
陳
述
を
擬
制
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
例
外
的
に
、
濫
用
的
な
請
求
の
認
諾
の
問
題
〔
後
注
（
122
）〕
な

ど
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。）。
当
事
者
が
、
書
面
さ
え
提
出
す
れ
ば
、
当
然
に
請
求
の
放
棄
や
認
諾
を
擬
制
し
て
も
ら
え
る
と
の
趣

旨
で
は
な
い
こ
と
は
、
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
述
べ
る
諸
要
件
を
満
た
し
た
有
効
な
請
求
の
放
棄
行
為
ま
た
は
認
諾
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
裁
判
所
ま
た

は
受
命
裁
判
官
も
し
く
は
受
託
裁
判
官
は
、
裁
判
所
書
記
官
に
、
放
棄
調
書
ま
た
は
認
諾
調
書
の
作
成
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
（
規
六
七
条

一
項
一
号
）。

２　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
要
件

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
は
、
ま
ず
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
対
象
と
な
る
請
求
が
、
実
体
法
上
当
事
者
に
よ
っ
て
処
分
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
→
①
）。
ま
た
、そ
れ
ら
は
訴
訟
行
為
で
あ
る
の
で
、訴
訟
行
為
と
し
て
の
要
件
が
具
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

し
か
も
、
訴
訟
行
為
と
し
て
の
方
式
性
も
具
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
→
②
）。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
訴
訟
要
件
が
必
要
か
否
か
に
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つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
（
→
③
）。

　

①
実
体
法
上
の
処
分
権
の
存
在　
　

請
求
の
放
棄
や
認
諾
の
対
象
と
な
る
権
利
関
係
が
、
当
事
者
間
の
私
的
な
利
益
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
当
事
者
が
自
由
に
処
分
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
実
体
法
上
の
処
分
権
の
存
在
）。
訴
訟
上
の
請
求
の
一
部
放
棄
や
一

部
認
諾
が
可
能
な
の
は
、
明
示
的
一
部
請
求
が
認
め
ら
れ
る
（
例
、
最
二
小
判
昭
和
三
七
年
八
月
一
〇
日
・
民
集
一
六
巻
八
号
一
七
二
〇
頁

等
）
の
と
同
様
に
、
処
分
権
主
義
に
基
づ
く
。

　

訴
訟
上
の
請
求
が
、
公
序
良
俗
違
反
そ
の
他
法
律
上
許
さ
れ
な
い
権
利
関
係
の
主
張
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
妾
契
約
の
履

行
請
求
訴
訟
や
賭
博
に
基
づ
く
金
銭
支
払
請
求
訴
訟
な
ど
に
お
い
て
、
請
求
の
認
諾
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
訴
訟
物
自
体
は
問
題
が
な

い
が
、
訴
訟
物
を
基
礎
づ
け
る
請
求
原
因
事
実
が
、
公
序
良
俗
違
反
や
強
行
法
規
違
反
な
ど
に
な
る
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

家
屋
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
請
求
原
因
が
、
妾
契
約
の
不
履
行
に
基
づ
く
場
合
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
の
法
秩
序
が
許
さ

な
い
権
利
や
利
益
を
、
日
本
の
裁
判
所
が
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
結
論
的
に
主

張
自
体
失
当
と
し
て
の
棄
却
判
決
と
ほ
ぼ
同
様
の
法
的
救
済
帰
結
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、裁
判
所
書
記
官
の
公
証
行
為
と
し
て
も
、

認
め
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
後
述
の
よ
う
に
、
放
棄
調
書
に
既
判
力
が
生
じ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
が
〔
→
㈣
２
を

参
照
〕、
仮
に
生
じ
な
い
と
し
て
も
、
再
訴
も
主
張
自
体
失
当
と
な
り
得
、
ま
た
、
再
訴
自
体
が
、
禁
反
言
の
法
理
や
権
利
失
効
の
原
則
に

よ
り
遮
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。（
（（（
（

）。

　

ま
ず
、
形
式
的
形
成
訴
訟
、
特
に
境
界
確
定
訴
訟
に
お
い
て
は
、
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
物
が
公
簿
上
の
境
界
で
あ
る
の
で
、
当

事
者
に
は
処
分
権
が
な
く
、
請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
は
許
さ
れ
な
い（
（（（
（

。

　

次
に
、
一
定
の
人
事
訴
訟
で
は
、
当
事
者
は
自
由
に
身
分
関
係
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
存
在
す
る
の
で
、
原
則
と
し
て
、

民
事
訴
訟
法
上
の
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
に
関
す
る
規
定
（
二
六
六
条
）
も
し
く
は
訴
訟
上
の
和
解
に
関
す
る
規
定
（
二
六
七
条
）
は
適
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用
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
人
訴
一
九
条
二
項
。
原
告
が
請
求
を
放
棄
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
一
小
判
平
成

六
年
二
月
一
〇
日
・
民
集
四
八
巻
二
号
三
八
八
頁
〔
離
婚
訴
訟
事
件
〕
が
存
在
し
た
。）。
し
か
し
、
協
議
離
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
離
婚
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
上
の
和
解
（
離
婚
を
内
容
と
す
る
和
解
に
限
定
）
お
よ
び
請
求
の
放
棄・認
諾
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

民
事
訴
訟
法
二
六
六
条
・
二
六
七
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
（
人
訴
三
七
条
一
項
）。
養
子
縁
組
事
件
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
人
事
訴
訟

法
三
七
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
（
人
訴
四
四
条
）。
こ
れ
ら
は
、
民
法
が
、
協
議
離
婚
や
協
議
離
縁
を
認
め
て
い
る
以
上
、
請
求
の

放
棄
・
認
諾
を
訴
訟
上
認
め
な
い
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
離
婚
訴
訟
に
お
け
る
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
は
、

附
帯
処
分
（
子
の
監
護
に
関
す
る
処
分
、
財
産
分
与
に
関
す
る
処
分
）
に
つ
い
て
の
裁
判
（
人
訴
三
二
条
一
項
）
ま
た
は
親
権
者
の
指
定
に

つ
い
て
の
裁
判
（
人
訴
三
二
条
三
項
）
を
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
（
人
訴
三
七
条
一
項
但
書
）。
子
の
福
祉
へ
の
配
慮
や
財
産

分
与
を
受
け
得
る
地
位
に
あ
る
当
事
者
保
護
へ
の
配
慮
に
基
づ
く
規
定
で
あ（
（（（
（

る
（
（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
住
民
訴
訟
に
お
い
て
は
、
請
求
の
放
棄
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
否

定
説
と
肯
定
説
が
対
立
す
る
。
通
説（
（（（
（

・
判
例
（
最
二
小
判
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
・
民
集
五
九
巻
八
号
二
二
九
六
頁（
（（（
（

）
は
、
否
定
説
に

立
つ
。
否
定
説
は
、
住
民
訴
訟
が
代
位
訴
訟
で
あ
り
、
住
民
は
地
方
公
共
団
体
の
権
利
を
代
位
行
使
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
権
利
を
自
由
に

処
分
で
き
る
地
位
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
肯
定
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
（
原
告
）
の
意
思
の
尊
重
か
ら
、
原
告

の
す
べ
て
が
同
意
す
る
限
り
、
原
則
と
し
て
請
求
の
放
棄
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
許
さ
れ
る
が
、
財
政
支
出
を
と
も
な
う
場
合
に
は
、
議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
る
と
解
さ
れ
る
（
地
方
自
治
九
六
条
一
項
一
二
号
・

一
三
号
を
参
照
）。

　

な
お
、
行
政
訴
訟
の
な
か
で
も
、
抗
告
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
形
成
判
決
の
効
力
が
第
三
者
に
拡
張
さ
れ
、
係
争
利
益
を
当
事
者
が
自
由
に

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
請
求
の
認
諾
は
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る（
（（（
（

。
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ま
た
、
会
社
や
一
般
法
人
の
組
織
法
上
の
訴
え
（
例
、
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
え
〔
会
社
八
三
一
条
一
項
〕
な
ど
。
会
社
八
三
〇
条

～
八
三
四
条
、
一
般
法
人
二
六
四
条
～
二
六
七
条
を
参
照
）
に
つ
い
て
、
学
説
上
、
請
求
の
放
棄
は
認
め
る
が
、
請
求
の
認
諾
の
可
否
に
つ

い
て
は
対
立
が
あ
る
。
肯
定
説
と
否
定
説
の
対
立
で
あ
る（
（（（
（

。
肯
定
説
は
、
会
社
の
組
織
法
上
の
訴
え
で
は
請
求
認
容
判
決
の
既
判
力
が
第
三

者
に
拡
張
さ
れ
る
（
会
社
八
三
八
条
、
一
般
法
人
二
七
三
条
）
が
、
被
告
が
正
当
な
理
由
な
く
請
求
を
認
諾
す
る
場
合
に
は
、
取
締
役
等
の

責
任
が
問
題
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
訴
え
の
目
的
と
な
る
決
議
な
ど
に
つ
い
て
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
第
三
者
は
、
訴
訟
に
共
同
訴
訟
的

補
助
参
加
を
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
自
己
の
利
益
を
保
護
す
る
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
身
分
関
係
と
は
異
な
り
、
団

体
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
私
的
自
治
の
原
則
自
体
を
排
除
す
る
理
由
に
乏
し
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
認
諾
の
効
力
も
認
め
る
べ
き

で
あ
る
と
す
る（
（（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
種
の
訴
訟
に
お
い
て
、
請
求
の
認
諾
が
行
わ
れ
れ
ば
、
第
三
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
否
定
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
肯
定
説
で
も
、
第
三
者
の
手
続
保
障
の
不
十
分
さ
は
自
認
し
て
お

り
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
か
で
私
的
自
治
の
原
則
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
紛
争
を
生
じ
さ
せ
か
ね
ず
、
不
適

切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
例
（
大
阪
地
判
昭
和
三
五
年
一
月
二
二
日
・
下
民
集
一
一
巻
一
号
八
五
頁
）
で
は
、
少
数
株

主
に
よ
る
株
式
会
社
の
解
散
の
訴
え
（
会
社
八
三
三
条
一
項
）
に
つ
い
て
、
波
及
効
な
ど
を
理
由
に
認
諾
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
す
る
が
、

妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
訴
訟
担
当
の
場
合
に
は
、
請
求
の
放
棄
の
可
否
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
訴
訟
物
と
し
て
の
権
利
関
係

に
つ
い
て
、
訴
訟
担
当
者
が
処
分
権
を
有
し
て
い
る
か
否
か
が
決
め
手
と
な
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
担
当
と
和
解
の
局
面
で
も
問
題
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
述
し
た
い
（
→
四
㈤
２
）。

　

②
訴
訟
行
為
と
し
て
の
要
件　
　

請
求
の
放
棄
・
認
諾
で
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
原
告
ま
た
は
被
告
の
一
方
的
な
放
棄
ま
た
は
認
諾
の
意

思
表
示
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
の
一
方
の
訴
訟
行
為
に
よ
り
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
思
表
示
に
条
件
を
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付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
無
条
件
に
放
棄
を
す
る
こ
と
ま
た
は
認
諾
を
行
う
こ
と
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
数
量
的
に
可
分
な
請

求
の
一
部
に
つ
い
て
、放
棄
ま
た
は
認
諾
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、特
に
相
手
方
に
不
利
益
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
、
裁
判
所
の
審
理
を
複
雑
化
さ
せ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
処
分
権
主
義
が
貫
徹
で
き
る
場
合
だ
か
ら
で
あ
る（
（（（
（

。

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
は
訴
訟
行
為
で
あ
る
の
で
、
請
求
の
放
棄
を
行
う
原
告
ま
た
は
請
求
の
認
諾
を
行
う
被
告
に
、
訴
訟
能
力
が
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
定
代
理
人
、
法
人
等
の
代
表
者
ま
た
は
訴
訟
代
理
人
に
は
、
当
事
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
特
別
の

授
権
ま
た
は
委
任
が
必
要
と
な
る
（
三
二
条
二
項
一
号
。
三
七
条
、
五
五
条
二
項
二
号
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
訴
訟
上
の
和

解
に
つ
い
て
の
訴
訟
代
理
人
の
権
限
に
関
す
る
判
例
（
最
一
小
判
昭
和
三
八
年
二
月
二
一
日
・
民
集
一
七
巻
一
号
一
八
二
頁
、
最
二
小
判
平

成
一
二
年
三
月
二
四
日
・
民
集
五
四
巻
三
号
一
一
二
六
頁
等
）
が
示
す
よ
う
に
、
当
事
者
と
訴
訟
代
理
人
弁
護
士
と
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
不
可
避
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

③
訴
訟
要
件
の
要
否　
　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
前
提
要
件
と
し
て
、
訴
訟
要
件
が
必
要
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る（
（（（
（

。
基
本

的
に
は
、
肯
定
説
と
否
定
説
の
対
立
が
あ
る
。
判
例
・
通
説
は
、
肯
定
説
に
立
つ
。
ま
ず
、
判
例
と
し
て
は
、
請
求
の
認
諾
の
事
案
で
あ
る

が
、
訴
え
の
利
益
（
確
認
の
利
益
）
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
、
請
求
の
認
諾
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
判
例
が
存
在
す
る
（
最
一
小
判
昭
和

二
八
年
一
〇
月
一
五
日
・
民
集
七
巻
一
〇
号
一
〇
八
三
頁
〔
証
書
真
否
確
認
訴
訟
事
件
〕、
最
二
小
判
昭
和
三
〇
年
九
月
三
〇
日
・
民
集
九

巻
一
〇
号
一
四
九
一
頁
〔
相
続
放
棄
無
効
確
認
訴
訟
事
件
〕）。
判
例
の
立
場
は
、
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
同
旨
と
考
え
ら

れ
る
。
学
説
上
、
肯
定
説
は
、
認
諾
調
書
の
記
載
が
、
請
求
認
容
を
内
容
と
す
る
「
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
」（
二
六
七
条
）
を
有
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
、
請
求
の
認
諾
は
、
確
定
判
決
に
代
わ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
判
決
の
代
用
物
（「
判
決
代
用
」）
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
論
法
は
、
基
本
的
に
は
、
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
は
、
否
定
説
が
有
力

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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原
則
的
に
は
、
否
定
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う（
（（（
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
と
い
う
当
事
者
の
訴
訟
行
為
に
対
し
て
、
本
案
判
決
と

し
て
の
要
件
を
要
求
す
べ
き
で
な
く
（
放
棄
調
書
や
認
諾
調
書
に
、
判
決
の
通
用
力
で
あ
る
既
判
力
を
認
め
る
の
は
疑
問
で
も
あ
る
。）、
ま

た
、
実
質
的
に
み
て
、
被
告
の
請
求
の
認
諾
を
通
じ
て
当
事
者
間
で
自
主
的
な
紛
争
解
決
が
図
ら
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
訴
訟

要
件
に
つ
い
て
職
権
で
審
査
を
行
い
訴
訟
要
件
が
欠
け
る
場
合
に
は
不
適
法
却
下
と
す
る
の
は
、
当
事
者
の
意
思
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
で

あ
る（
（（（
（

。
た
だ
し
、
当
事
者
の
実
在
、
法
律
上
の
争
訟
（
裁
判
所
法
三
条
一
項
）
の
存
在
、
法
定
の
専
属
管
轄
に
反
し
な
い
こ
と
、
当
事
者
能

力
、
対
世
効
な
ど
第
三
者
に
対
し
て
判
決
効
が
生
じ
る
場
合
の
当
事
者
適
格
な
ど
の
訴
訟
要
件
は
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
の
実
効
性
を
確

保
し
、
裁
判
所
の
信
頼
を
確
保
し
、
第
三
者
に
不
利
益
を
与
え
な
い
た
め
に
、
例
外
的
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
述
の
よ
う
に

（
→
㈣
２
）、
本
稿
で
は
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
に
つ
き
、
既
判
力
否
定
説
に
立
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
と
は
、
い
わ
ば
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
た
め
に
、
そ
の
要
件
に
つ
い
て
も
お
お
む
ね

同
様
に
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
執
行
力
や
形
成
力
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
請
求
の
認
諾
の
場
合
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が
生
じ
な
い

請
求
の
放
棄
の
場
合
の
訴
訟
要
件
を
、
よ
り
緩
や
か
に
解
す
る
余
地
は
あ
る
で
あ
ろ
う（
（（（
（

。
た
だ
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
請
求
の
放
棄
と

請
求
の
認
諾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
時
期
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈣
　
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
効
果
等

１　

請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
効
果

　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
（
二
六
六
条
）
は
、
放
棄
調
書
お
よ
び
認
諾
調
書
が
作
成
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
効
力
が
生
じ
る
。

　

請
求
の
放
棄
は
、
原
告
が
訴
訟
物
で
あ
る
権
利
関
係
自
体
（
権
利
関
係
の
全
部
ま
た
は
一
部
）
を
放
棄
す
る
意
思
表
示
で
あ
り
、
裁
判
所

に
対
し
て
行
う
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
こ
の
行
為
が
有
効
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
が
、
実
体
的
権
利
関
係
の
放
棄
の
意
思
表
示
を
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有
効
に
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
裁
判
所
に
お
け
る
被
告
と
の
関
係
の
訴
訟
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
（
訴
訟
終
了
効
・
手
続
終
了
効
）。

請
求
の
放
棄
は
、
訴
訟
係
属
後
、
被
告
の
請
求
棄
却
の
申
立
て
が
あ
る
限
り（
（（（
（

可
能
で
あ
り
、
弁
論
が
終
結
さ
れ
た
後
で
も
、
終
局
判
決
の
言

渡
後
で
あ
っ
て
も
、
判
決
が
確
定
す
る
ま
で
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
上
訴
審
に
お
い
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
放
棄
調
書
が
成
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、
訴
訟
手
続
は
終
了
す
る
。
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
係
属
後
な
ら
ば
可
能
で
あ
り
、
弁
論
が
終
結
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て

も
、
終
局
判
決
の
言
渡
後
で
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
、
上
訴
審
に
お
い
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
認
諾
調
書
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟

手
続
は
終
了
す
る（
（（（
（

。

　

請
求
の
認
諾
の
場
合
も
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
が
訴
訟
物
で
あ
る
権
利
関
係
自
体
（
権
利
関
係
の
全
部
ま
た
は
一

部
）
を
認
諾
す
る
意
思
表
示
で
あ
り
、
裁
判
所
に
対
し
て
行
う
訴
訟
行
為
で
あ
る
。
こ
の
行
為
が
有
効
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告

が
、
実
体
的
権
利
関
係
の
認
諾
の
意
思
表
示
を
有
効
に
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
原
告
と
の
関
係
の
訴
訟
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
（
手
続
終
了
効
）。

　

請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
が
な
さ
れ
た
旨
が
、
放
棄
調
書
ま
た
は
認
諾
調
書
に
記
載
さ
れ
る
と
、
そ
の
記
載
は
、「
確
定
判
決
と
同
一
の

効
力
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
（
二
六
七
条
）。
こ
れ
は
、
裁
判
所
書
記
官
の
公
証
行
為
で
あ
り
、
原
告
に
よ
る
請
求
の
放
棄
の
意
思
表
示

ま
た
は
被
告
に
よ
る
請
求
の
認
諾
の
意
思
表
示
を
、
調
書
に
よ
り
明
確
化
し
公
証
す
る
意
味
を
も
つ
。
請
求
の
認
諾
調
書
に
つ
い
て
は
、
請

求
内
容
が
給
付
請
求
で
あ
る
場
合
に
は
、
執
行
力
が
与
え
ら
れ
、
債
務
名
義
（
民
執
二
二
条
七
号
）
と
な
る
。
請
求
内
容
が
形
成
訴
訟
の
場

合
は
、
形
成
力
が
付
与
さ
れ
る
。
な
お
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
に
、
誤
記
な
ど
の
記
載
の
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
判
決
等
の
場
合
と
同
様

に
、
当
事
者
の
申
立
て
ま
た
は
職
権
で
、
い
つ
で
も
更
正
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
五
七
条
の
類
推
適
用
）。

　

な
お
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
に
つ
い
て
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
が
作
成
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
判
決
で
は
な
い
の
で
、
原
則

と
し
て
、
当
事
者
は
上
訴
で
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
原
審
で
、
被
告
に
よ
る
請
求
の
認
諾
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
そ
の
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
本
案
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
判
例
（
大
判
昭
和
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
・
民
集
二
二
巻
一
二
一

〇
頁
）
は
、
判
決
を
し
て
も
事
件
が
係
属
す
る
に
至
る
い
わ
れ
は
な
く
、
そ
の
判
決
は
上
告
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
上
告
は
不
適
法
却
下
さ
れ
る
と
す
る
（
こ
れ
は
、
請
求
の
認
諾
に
よ
り
、
す
で
に
訴
訟
が
終
了
し
、
係
属
が
消
滅
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
判
決
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。）。
し
か
し
、
判
決
と
し
て
の
外
形
（
外
観
）
が
残
る
こ
と
か
ら

（
認
諾
調
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
認
諾
調
書
と
判
決
と
い
う
二
重
の
債
務
名
義
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
）、
控
訴
審
判

決
を
取
り
消
す
機
会
が
付
与
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、上
訴
を
不
適
法
却
下
す
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
裁
判
所
は
、
例
外
的
に
、
上
訴
を
適
法
と
し
て
認
め
、
訴
訟
終
了
判
決
に
よ
り
、
請
求
の
認
諾
に
よ
る
手
続
終
了
の
確
認
を
行
う

の
が
妥
当
で
あ
ろ（
（（（
（

う
（
（（（
（

。

　

放
棄
調
書
や
認
諾
調
書
が
成
立
し
た
後
に
お
け
る
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
申
立
て
に
よ
り
、
第
一
審
裁
判
所
の
決
定
手
続
に
委

ね
ら
れ
て
お
り
、
負
担
を
命
じ
る
決
定
が
執
行
力
を
生
じ
た
後
に
、
そ
の
裁
判
所
の
裁
判
所
書
記
官
が
、
そ
の
額
を
定
め
る
（
七
三
条
一
項

前
段
）。
請
求
の
放
棄
や
認
諾
を
し
た
当
事
者
は
、原
則
と
し
て
、敗
訴
者
と
し
て
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
（
七
三
条
二
項
、六
一
条
。

六
二
条
、
六
三
条
も
参
照
）。
以
上
の
よ
う
な
規
律
は
、
補
助
参
加
の
申
出
の
取
下
げ
ま
た
は
補
助
参
加
に
つ
い
て
の
異
議
の
取
下
げ
が
あ

っ
た
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
（
七
三
条
一
項
後
段
）。

２　

放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
と
既
判
力
の
有
無

　

放
棄
調
書
や
認
諾
調
書
に
既
判
力
が
生
じ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
上
、
議
論
が
存
在
す
る（
（（（
（

。
既
判
力
肯
定
説
、
制
限
的
既

判
力
説
、
お
よ
び
、
既
判
力
否
定
説
が
対
立
す
る（
（（（
（

。
判
例
に
は
、
古
い
判
例
（
大
判
昭
和
一
九
年
三
月
一
四
日
・
民
集
二
三
巻
一
五
五
頁
）

で
あ
る
が
、
放
棄
調
書
に
既
判
力
を
肯
定
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
既
判
力
肯
定
説
は
、
先
に
述
べ
た
制
度
の
沿
革
（
→
㈡
１
を
参
照
）
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を
も
考
慮
し
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
「
判
決
の
代
用
物
」
と
考
え
、
判
決
に
既
判
力
が
生
じ
る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
ら
の
調
書
に
既
判
力

が
生
じ
る
と
す
る
。
次
に
、
既
判
力
否
定
説
は
、
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
が
有
効
に
な
さ
れ
た
場
合
に
の
み
既
判
力
が
生
じ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
既
判
力
否
定
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
を
法
が
認
め
た
制
度

で
あ
り
、
放
棄
行
為
や
認
諾
行
為
の
基
礎
は
当
事
者
の
意
思
表
示
で
あ
る
。
し
か
も
、
作
成
さ
れ
る
の
は
調
書
に
す
ぎ
な
い
の
で
（
ま
た
、

調
書
判
決
の
形
式
は
と
ら
な
い
の
で
）、
裁
判
所
の
判
断
作
用
に
お
い
て
生
じ
る
既
判
力
の
発
生
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
既
判
力

を
肯
定
す
る
見
解
の
基
礎
に
は
、
こ
の
制
度
の
沿
革
に
つ
い
て
の
考
慮
だ
け
で
は
な
く
、
拘
束
力
と
し
て
既
判
力
と
い
う
制
度
的
拘
束
力
を

確
保
す
る
意
図
や
、
そ
の
効
力
を
め
ぐ
る
紛
争
の
争
い
方
を
規
律
す
る
意
図
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
拘
束
力
は
、
当
事
者
関
係
で
も
、

ま
た
当
事
者
と
裁
判
所
と
の
関
係
で
も
、
信
義
則
（
請
求
の
放
棄
・
認
諾
と
も
、
禁
反
言
。
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
権
利
失
効

の
原
則
）
に
よ
り
確
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
既
判
力
肯
定
説
に
は
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
、
制
限
的
既
判
力
説
は
、
有
効
に
な

さ
れ
た
場
合
に
の
み
既
判
力
が
生
じ
る
と
す
る
が
、
伝
統
的
な
既
判
力
論
と
は
異
な
り
、
な
ぜ
無
効
な
ら
ば
既
判
力
が
生
じ
な
い
の
か
説
明

が
困
難
で
あ
り（
（（（
（

、
し
か
も
、
既
判
力
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
既
判
力
肯
定
説
と
同
様
の
疑
問
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
調
書
へ

の
記
載
は
、
ま
さ
に
当
事
者
に
よ
る
請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
の
意
思
表
示
を
公
証
し
、
原
則
的
に
そ
れ
に
反
す
る
請
求
を
遮
断
す
る
作
用

を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
現
行
法
に
お
け
る
放
棄
調
書・認
諾
調
書
の
制
度
の
も
と
で
も
、
紛
争
の
蒸
し
返
し
禁
止
の
要
請
は
貫
徹
で
き
、

ま
た
、
裁
判
所
の
面
前
で
作
成
さ
れ
る
も
の
ゆ
え
に
、
債
務
名
義
と
し
て
、
内
容
の
特
定
性
や
一
義
的
な
明
確
性
の
確
保
の
要
請
も
、
具
体

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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五
八
九

３　

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
の
効
果
を
め
ぐ
る
争
い

　

放
棄
調
書
お
よ
び
認
諾
調
書
が
作
成
さ
れ
る
と
、
訴
訟
が
終
了
す
る
が
、
そ
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
は
、
当
事
者
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る（
（（（
（

。
具
体
的
に
は
、
当
事
者
の
意
思
表
示
に
詐
欺
や
錯
誤
な
ど
が
存
在

し
た
場
合
に
、
当
事
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
法
的
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
放
棄
調
書
・
認

諾
調
書
に
お
け
る
既
判
力
の
存
否
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
既
判
力
肯
定
説
、
制
限
的
既
判
力
説
、
お
よ
び
、
既
判
力
否
定
説
が
存
在
し
た
が
、

既
判
力
肯
定
説
で
は
、
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
に
再
審
事
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
再
審
の
訴
え
に
準
じ
た
訴
え
（
判
決
で
は
な
く
調
書
の

取
消
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
の
で
、「
準
じ
た
訴
え
」
と
さ
れ
る
。）
を
提
起
し
、
調
書
の
取
消
し
と
訴
訟
事
件
の
再
審
理
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
論
じ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
再
審
事
由
で
あ
る
刑
事
上
罰
す
べ
き
他
人
の
行
為
（
三
三
八
条
一
項
五
号
の
類
推
）
に
よ
っ
て

請
求
の
放
棄
お
よ
び
認
諾
が
な
さ
れ
た
場
合
に
の
み
無
効
の
主
張
を
認
め
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
再
審
事
由
の
訴
訟
内
顧

慮
」
の
考
え
方
を
参
照（
（（（
（

。
→
二
㈣
２（
（（（
（

）。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
限
定
は
、た
と
え
ば
錯
誤
の
場
合
に
は
法
的
救
済
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
妥
当
性
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
既
判
力
否
定
説
に
立
て
ば
（
→
２
）、
放
棄
調
書
や
認
諾
調
書
に
生
じ
る
拘
束
力
の
基
礎
は
、
当
事
者
の
意
思
表
示

そ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
瑕
疵
が
あ
れ
ば
、
よ
り
直
截
に
意
思
の
瑕
疵
を
主
張
す
る
方
法
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
当
事
者
は
、
そ
の
よ
う
な
意
思
表
示
の
取
消
し
ま
た
は
無
効
（
そ
れ
に
は
、
手
続
終
了
効
の
無
効
も
含
む
こ
と
）
を
主
張
し
て
、
裁

判
所
に
期
日
指
定
の
申
立
て
を
行
い
、
裁
判
所
は
、
口
頭
弁
論
の
手
続
に
よ
り
、
い
っ
た
ん
終
了
し
た
訴
訟
手
続
の
再
開
の
可
否
を
審
理
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
裁
判
所
が
、
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
中
間
判
決
（
二
四
五
条
）
で
そ
の
旨
を
判
示
し
、
審
理
判
断
を
続
行

し
、
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
訴
訟
終
了
判
決
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う（
（（（
（

。
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五
九
〇

（
88
）　

一
問
一
答
・
前
掲
書
注
（
2
）
三
一
三
頁
。

（
89
）　

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
民
事
局
監
修
『
条
解
民
事
訴
訟
規
則
』
二
一
五
頁
（
司
法
協
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
た
だ
し
、
書
面
に
よ
る
請
求
の
放
棄
・
認
諾
に
つ
い
て
、
竹
下

ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
2
）
三
六
二
頁
〔
柳
田
幸
三
発
言
〕
は
、
期
日
と
は
い
っ
て
も
、
進
行
協
議
期
日
で
は
、
そ
れ
ら
が
で
き
な
い
こ
と
を
特
に
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
書

面
に
よ
る
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
認
め
た
の
は
、
そ
の
た
め
だ
け
に
当
事
者
が
裁
判
所
に
出
席
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
早
期
か
つ
効
率
的
に
紛
争
の
解
決
を
実
現
す
る
こ
と
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
訴
規
則
に
よ
る
解
決
と
し
て
、
後
述
を
参
照
。

（
90
）　

現
在
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
で
は
、
三
〇
六
条
が
「
請
求
の
放
棄
」
を
、
三
〇
七
条
が
「
請
求
の
認
諾
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
。
三
〇
六
条
は
、「
原
告
が
、
口

頭
弁
論
に
お
い
て
主
張
し
た
請
求
を
放
棄
し
た
場
合
に
、被
告
が
棄
却
を
申
し
立
て
た
と
き
は
、放
棄
を
理
由
と
し
て
そ
の
請
求
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、

三
〇
七
条
は
、「
当
事
者
が
、
自
ら
に
対
し
て
主
張
さ
れ
た
請
求
を
全
部
又
は
一
部
認
諾
し
た
と
き
は
、
そ
の
認
諾
に
応
じ
て
、
そ
の
当
事
者
に
敗
訴
の
判
決
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
認
諾
の
限
り
で
、
口
頭
弁
論
は
必
要
と
し
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
以
上
に
つ
き
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
編
『
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
典
―
―
二
〇
一

一
年
一
二
月
二
二
日
現
在
』
一
〇
五－
一
〇
六
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
91
）　

同
条
文
は
、
我
妻
栄
編
集
代
表
『
旧
法
令
集
』
四
〇
二
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
八
年
）
に
よ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
関
連
規
定
は
、
省
略
す
る
。

（
92
）　

司
法
省
編
『
民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
案
理
由
書
』
四
二
頁
（
清
水
書
店
、
一
九
二
六
年
）
に
は
、
明
治
民
事
訴
訟
法
二
二
九
条
に
よ
れ
ば
、
請
求
の
放
棄
ま
た
は
認
諾
に

基
づ
い
て
判
決
を
な
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
特
に
判
決
を
な
す
必
要
が
な
い
の
で
、
裁
判
上
の
和
解
と
同
様
に
、
こ
れ
を
調
書
に
記

載
し
て
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
改
正
し
た
旨
が
、
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
加
藤
正
治
『
改
正
民
事
訴
訟
法
案
概
説
』
六
四
頁
（
有
斐
閣
、
一

九
三
七
年
）
で
は
、
こ
の
大
正
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
判
決
が
な
く
て
も
、
調
書
に
抛
棄
・
認
諾
を
記
載
す
れ
ば
、
そ
の
調
書
が
判
決
と
同
一
の
効
力
が
あ
る
も
の

と
し
て
、「
既
判
力
、
執
行
力
共
に
有
る
こ
と
に
し
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
93
）　

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
の
沿
革
か
ら
明
治
民
事
訴
訟
法
、
さ
ら
に
大
正
民
事
訴
訟
法
の
改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
野
貞
一
郎
「
請
求
の
認
諾
と
訴
訟
要
件
・
既
判
力
」

同
『
民
事
訴
訟
法
の
論
点
Ⅰ
』
一
八
九
頁
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
四
年
〔
初
出
、
一
九
九
三
年
〕）
も
参
照
。

（
94
）　

な
お
、
調
書
の
無
効
確
認
請
求
訴
訟
な
ど
は
、
議
論
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
民
事
調
停
の
文
脈
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
が
、
中
野
貞
一
郎
「
民
事

調
停
の
既
判
力
」
同
『
民
事
訴
訟
法
の
論
点
Ⅰ
』
二
六
六
頁
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
四
年
〔
初
出
、
一
九
九
三
年
〕）
な
ど
も
参
照
。

（
95
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
一
六－

六
一
七
頁
。

（
96
）　

兼
子・前
掲
書
注
（
19
）
三
〇
〇
頁
、
三
〇
二
頁
、
木
川
統
一
郎
「
請
求
の
抛
棄・認
諾
」
民
事
訴
訟
法
学
会
編
『
民
事
訴
訟
法
講
座
⑶
』
七
九
七
頁
、
八
〇
二
頁
（
有
斐
閣
、

一
九
五
五
年
）、
石
川
明
「
請
求
認
諾
の
法
的
性
質
」
民
事
訴
訟
雑
誌
一
三
号
八
七
頁
（
一
九
六
七
年
）、
河
野
正
憲
「
請
求
認
諾
に
つ
い
て
」
同
『
当
事
者
行
為
の
法
的
構
造
』
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二
一
五
頁
、
二
一
六
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
〔
初
出
、
一
九
七
二
年
〕）、
高
橋・前
掲
書
注
（
5
）
三
〇
八
頁
注
91
、
梅
本・前
掲
書
注
（
16
）
一
〇
〇
〇
頁
、
松
浦
ほ
か・

前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
六
頁
、
一
四
七
〇
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
16
）
二
九
七
頁
、
三
〇
〇
頁
、
松
本
＝
上
野
・
前
掲
書
注

（
16
）
五
五
六
頁
、
河
野
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
二
八
頁
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
一
七
頁
、
長
谷
部
・
前
掲
書
注
（
9
）
三
〇
一
頁
、
笠
井
＝
越
山
編
・
前
掲
書
注

（
42
）
九
六
二
頁
〔
越
山
和
広
執
筆
〕、
石
渡
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
一
七
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
七
七
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
な
ど
。
ま
た
、
三
木
ほ
か
・

前
掲
書
注
（
42
）
四
九
五
頁
〔
笠
井
正
俊
執
筆
〕
も
参
照
。

（
97
）　

な
お
、
こ
の
よ
う
に
通
説
は
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
が
、
訴
訟
の
終
了
な
ど
の
訴
訟
法
上
の
効
果
の
発
生
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
訴
訟
行
為
で
あ
り
、
当
事
者
の
意
思
を

そ
の
核
心
と
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
と
考
え
る
説
（
意
思
表
示
説
）
に
立
つ
が
、こ
れ
に
対
し
て
、観
念
の
通
知
と
す
る
説
（
木
川・前
掲
論
文
注
（
96
）
八
〇
三
頁
）
も
あ
る
。

観
念
の
通
知
説
は
、
請
求
の
放
棄
や
請
求
の
認
諾
と
解
さ
れ
る
訴
訟
行
為
が
あ
れ
ば
、
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
意
思
で
そ
れ
を
行
っ
て
も
、
そ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
と
の
理

解
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
基
本
的
に
、
裁
判
上
の
自
白
と
同
様
に
考
え
る
説
で
あ
る
。
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
七
七
頁
〔
中
西

正
執
筆
〕
参
照
。
し
か
し
、
本
稿
の
よ
う
に
、
請
求
の
放
棄
や
認
諾
も
、
当
事
者
意
思
の
合
致
に
よ
る
紛
争
終
結
形
態
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
観
念
の
通
知
説
は
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、
裁
判
上
の
自
白
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
四
七
一
頁
参
照
。

（
98
）　

さ
ら
に
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
は
、
訴
訟
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
法
上
の
効
果
の
発
生
要
件
と
し
て
の
私
法
行
為
の
性
質
を
も
有
す
る
と
す
る
両
性
説
も
存
在
す
る
。

こ
れ
は
、
請
求
の
認
諾
と
い
う
、
訴
訟
上
の
請
求
を
無
条
件
で
正
当
化
す
る
被
告
陳
述
の
な
か
に
は
、
請
求
内
容
を
な
す
権
利
関
係
の
存
否
の
主
張
を
も
っ
て
、
以
後
、
原
告・

被
告
間
の
法
律
関
係
を
規
律
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
原
告
の
請
求
を
正
当
と
す
る
訴
訟
上
の
陳
述
は
、
同
時
に
、
私

法
上
の
処
分
行
為
で
あ
る
と
い
え
る
と
す
る
。
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
松
浦
ほ
か・前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
六
頁
、
一
四
七
〇
頁
〔
竹

下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕。

（
99
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
一
八
頁
。
し
か
も
、
請
求
の
放
棄
や
請
求
の
認
諾
が
、
観
念
の
通
知
で
は
な
く
、
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
は
、
現
行
法
上
は
、
二
六
六
条
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
裁
判
所
が
、
そ
れ
ら
の
意
思
表
示
の
陳
述
擬
制
を
す
る
手
続
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
確
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
念
の
通
知
な
ら
ば
、
特
に

そ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
審
査
手
続
が
必
要
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
100
）　

た
だ
し
、
原
告
の
請
求
の
放
棄
に
対
し
て
、
被
告
が
、
そ
れ
を
争
い
、
確
実
に
紛
争
の
蒸
し
返
し
の
禁
止
を
確
保
す
る
た
め
の
既
判
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
請
求

棄
却
判
決
を
求
め
る
こ
と
も
、
ま
た
、
よ
り
前
段
階
の
訴
え
却
下
を
求
め
る
場
合
さ
え
、
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
負
担
に
は
な
り
、
し
か
も
迅

速
か
つ
効
率
的
な
事
件
処
理
は
で
き
な
く
な
る
も
の
の
、
被
告
が
反
訴
を
提
起
す
れ
ば
そ
の
審
理
判
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
も
考
慮
し
て
、
被
告
の
確
実
な
救

済
志
向
を
満
足
で
き
る
手
続
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
案
判
断
の
優
先
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
、
放
棄
調
書
の
既
判
力
の
有
無
の
問
題
（
→
㈣
２
）
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と
も
関
わ
る
。
本
稿
で
は
、
既
判
力
否
定
説
を
と
る
も
の
の
、
請
求
を
放
棄
し
た
原
告
は
、
信
義
則
（
二
条
）
上
、
そ
の
蒸
し
返
し
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
棄
調
書
に

よ
っ
て
、
既
判
力
は
な
い
が
結
果
的
に
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
、
被
告
は
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
四
頁
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
原
告
の
請
求
の
放
棄
に
対
し
て
、
被
告
が
特
に
そ
れ
を
争
わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
黙
示
の
同
意
（
い
わ
ば
消
極
的
同
意
）
が
存
在
す
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
請
求
の
放
棄
も
、
ま
た
、
請
求
の
認
諾
も
、
多
分
に
「
和
解
的
要
素
」
を
含
ん
で
お
り
、
裁
判
上
の
和
解
の
場
合
と
同
様
に
（
さ
ら
に
、
訴
え
の

取
下
げ
で
被
告
の
同
意
を
要
す
る
場
合
も
含
め
て
）、
両
当
事
者
の
意
思
の
合
致
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
形
態
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
手
続
が
ま
と
め
ら
れ
て
、「
裁
判
に
よ
ら
な

い
訴
訟
の
完
結
」
と
題
し
た
章
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
も
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
合
意
に
よ
る
手
続
形
成
を
基
調
と
す
る
仲
裁
法
の
四
〇
条
二
項
参
照
。

　
　
　

な
お
、
旧
法
下
の
議
論
で
あ
る
が
、
兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
三
〇
二
頁
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
請
求
の
放
棄
は
、
裁
判
所
に
対
す
る
一
方
的

な
陳
述
で
あ
り
、
被
告
の
欠
席
の
さ
い
に
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
ず
被
告
の
請
求
棄
却
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
権
利
自
白
の
一
種
」
と
し
て
裁
判
所
の
判
断
を
排
除
す
る
以
上
、
相
手
方
に
同
一
の
主
張
が
あ
る
場
合
に
限
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
特
に
既
判
力
の
双
面
性
と
の
関
係
上
、

そ
の
訴
訟
で
原
告
敗
訴
の
結
果
と
な
っ
て
も
、
他
の
関
係
で
は
被
告
に
不
利
に
働
く
場
合
も
あ
る
の
で
、
被
告
の
陳
述
を
み
る
こ
と
な
く
放
棄
を
許
す
の
は
、
早
計
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
で
、
明
治
民
事
訴
訟
法
や
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
、
被
告
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
抛
棄
判
決
を
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
問
題
は
な
い
と
さ
れ

る
。）。
こ
の
見
解
は
、放
棄
調
書
を
抛
棄
判
決
に
近
づ
け
て
考
え
、放
棄
調
書
に
既
判
力
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
見
解
で
あ
る
も
の
の
、両
当
事
者
の
意
思
の
合
致
を
、

請
求
の
放
棄
制
度
の
基
礎
に
み
る
考
え
方
と
し
て
も
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
兼
子
博
士
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、
し
た
が
っ
て
、
仮
に
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
と
が
衝

突
し
た
と
す
れ
ば
、
認
諾
の
成
立
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
よ
う
に
当
事
者
の
意
思
の
合
致
を
重
視
す
る
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
ま
ず
、
両
当
事
者
の
意
思
を
確
認
し
、
そ
れ
で
も
、
請
求
の
放
棄
と
認
諾
が
衝
突
す
る
場
合
は
、
意
思
の
合
致
が
な
い
こ
と
か
ら
、
釈
明
権
の
行
使
は
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
裁
判
所
は
、
判
決
を
言
い
渡
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
述
べ
た
請
求
の
放
棄
よ
り
も
請
求
の
認
諾
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
後

述
の
よ
う
に
（
→
㈣
１
）、
請
求
の
放
棄
と
請
求
の
認
諾
の
可
能
時
期
の
違
い
を
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
後
注
（
121
）
も
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
請
求
の
放
棄
と
請
求

の
認
諾
が
競
合
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
五
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
も
参
照
。

　
　
　

な
お
、
松
浦
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
七
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕
も
、
請
求
の
認
諾
の
性
質
を
述
べ
る
文
脈
で
、
両
性
説
の
立
場
か
ら
、「
被
告
の
認

諾
の
陳
述
に
よ
り
、
請
求
ど
お
り
の
内
容
の
和
解
類
似
の
合
意
が
成
立
し
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
処
分
的
効
果
が
生
じ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
101
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
四
七
一
頁
。
た
だ
し
、
通
説
（
兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
三
四
五
頁
ほ
か
）
は
、
自
白
と
は
、
相
手
方
の
主
張
と
一
致
す
る
自
己
に
不
利
な
事
実

の
陳
述
、
つ
ま
り
観
念
の
通
知
と
す
る
。

（
102
）　

た
と
え
ば
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
四
八
〇
頁
を
参
照
。
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（
103
）　

た
だ
し
、請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
も
、口
頭
弁
論
期
日
等
に
欠
席
し
て
も
、提
出
さ
れ
た
請
求
の
認
諾
書
面
の
記
載
か
ら
、裁
判
所
が
、そ
の
意
思
を
判
断
し
、そ
の
陳
述
（
の

擬
制
）
を
調
書
に
記
載
す
る
手
続
も
、
現
行
法
上
認
め
ら
れ
た
。
明
示
的
な
請
求
の
認
諾
で
あ
る
が
、
口
頭
弁
論
期
日
等
に
お
け
る
陳
述
の
擬
制
と
い
う
手
続
を
経
る
点
で
、

擬
制
自
白
と
は
異
な
る
。

（
104
）　

特
に
和
解
期
日
で
請
求
の
放
棄
が
可
能
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
、
竹
下
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
2
）
三
六
二
頁
〔
鈴
木
正
裕
発
言
〕
は
、
和
解
で
訴
え
の
取
下
げ
を
す
れ
ば
、

判
決
言
渡
し
前
な
ら
ば
再
訴
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
、請
求
の
放
棄
の
場
合
に
は
、再
訴
を
封
じ
る
意
義
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
述
の
よ
う
に
、放
棄
調
書
の
効
力
（
→

㈣
１
）
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
こ
の
指
摘
は
、
手
続
上
の
一
定
の
方
式
性
が
、
当
事
者
の
自
己
決
定
の
自
由
を
制
限
す
る
可
能
性
を
示
す
指
摘
で
も
あ
る
。
裁
判
に
よ
ら
な
い
訴
訟
の
終
結
の
章
中

に
規
定
さ
れ
た
、
訴
え
の
取
下
げ
、
請
求
の
放
棄・認
諾
お
よ
び
訴
訟
上
の
和
解
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
当
事
者
間
の
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
な
意
思
の
合
致
、
す
な
わ
ち
「
和

解
的
な
当
事
者
自
治
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
形
態
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
か
に
、
期
日
名
は
、
そ
こ
で
の
可
能
な
訴
訟
行
為
を
規
律
す
る
側
面
は
あ
る
も
の
の
（
そ
の
限
り
で

不
意
打
ち
防
止
の
意
義
が
あ
る
も
の
の
）、
意
思
自
治
の
自
由
を
促
進
で
き
る
期
日
の
構
成
も
、
今
後
は
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
日
本
の
場
合
に
は
、
か
つ
て
の

弁
論
兼
和
解
の
慣
行
（
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
二
三
頁
参
照
）
の
醸
成
と
浸
透
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
民
事
訴
訟
原
則
を
蚕
食
し
、
当
事
者
の
手
続
保
障
を
弱
め
た
経
験

か
ら
、
基
本
的
に
は
、
当
事
者
の
自
己
決
定
を
増
進
で
き
る
方
向
で
、
慎
重
に
手
続
構
想
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
105
）　

竹
下
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
2
）
三
六
二
頁
〔
柳
田
幸
三
発
言
〕。

（
106
）　

竹
下
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
2
）
三
六
一
頁
〔
柳
田
幸
三
・
福
田
剛
久
発
言
〕
参
照
。

（
107
）　

公
序
良
俗
違
反
の
請
求
に
つ
き
、
請
求
の
放
棄
ま
で
許
さ
な
い
と
す
る
考
え
方
の
基
礎
に
は
、
放
棄
調
書
を
放
棄
判
決
の
よ
う
に
と
ら
え
て
、
放
棄
調
書
の
作
成
が
あ
た
か

も
本
案
判
断
を
し
た
結
果
と
し
て
請
求
棄
却
判
決
を
言
い
渡
す
場
合
と
同
じ
よ
う
な
考
え
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
意
思
の
合
致
に
重
き
を

置
く
本
稿
で
は
、
公
序
良
俗
違
反
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
意
思
と
そ
れ
を
認
め
る
意
思
の
合
致
の
表
象
と
し
て
、
そ
の
種
の
放
棄
調
書
の
記
載
内
容
を
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
108
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
一
九
七
頁
、
二
〇
〇
頁
。

（
109
）　

離
婚
事
件
や
離
縁
事
件
で
は
、婚
姻
や
養
親
子
関
係
を
解
消
す
る
た
め
に
必
要
な
当
事
者
の
意
思
確
認
は
、慎
重
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、書
面
に
よ
る
認
諾
（
二

六
六
条
二
項
）
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
人
訴
三
七
条
一
項
本
文
、
四
四
条
）。
し
か
も
、
弁
論
準
備
期
日
に
お
い
て
、
欠
席
当
事
者
に
よ
る
請
求
の
認
諾
を
、
電
話
会
議

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
行
う
こ
と
も
で
き
な
い
（
人
訴
三
七
条
三
項
、
四
四
条
）。

（
110
）　

な
お
、
相
続
回
復
請
求
訴
訟
で
、
請
求
の
認
諾
を
認
め
た
判
例
（
大
判
昭
和
一
七
年
三
月
二
六
日
・
民
集
二
一
巻
二
八
四
頁
）
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
処
分
自
由
の
観
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点
か
ら
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
111
）　

鈴
木
＝
青
山
編
・
後
掲
書
注
（
113
）
四
九
九
頁
〔
山
本
和
彦
執
筆
〕、
松
浦
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
九
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕
ほ
か
。

（
112
）　

こ
こ
で
は
、
特
に
理
由
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
四
郎
「
判
例
批
評
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
一
八
号
一
一
八
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
113
）　

た
と
え
ば
、
鈴
木
正
裕
＝
青
山
善
充
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
⑷
』
四
九
九
頁
〔
山
本
和
彦
執
筆
〕、
松
浦
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
九
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫

執
筆
〕、
小
島
・
前
掲
書
注
（
5
）
五
七
三
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
三
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
な
ど
。

（
114
）　

た
と
え
ば
、
鈴
木
＝
青
山
編
・
前
掲
書
注
（
113
）
四
九
九
頁
〔
山
本
和
彦
執
筆
〕、
松
浦
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
四
六
九
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕、
小
島
・

前
掲
書
注
（
5
）
五
七
三
頁
、
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
〇
頁
、
長
谷
部
・
前
掲
書
注
（
9
）
三
〇
二
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
二
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕

な
ど
を
参
照
。

（
115
）　

た
だ
し
、
現
行
法
上
、
第
三
者
の
利
益
を
保
護
す
る
手
段
が
十
分
か
否
か
の
問
題
は
残
る
こ
と
を
、
肯
定
説
は
自
認
し
て
い
る
。
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
〇
頁
注

（
31
）
参
照
。
そ
れ
ゆ
え
、
立
法
論
と
し
て
、
認
諾
に
つ
い
て
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
や
、
認
諾
の
申
出
を
公
告
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
指

摘
す
る
。
そ
こ
で
は
、
上
柳
克
郎
＝
鴻
常
夫
＝
竹
内
昭
夫
編
『
注
釈
会
社
法
〔
新
版
〕』
三
四
七
頁
〔
岩
原
紳
作
執
筆
〕（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

（
116
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
一－

六
二
二
頁
注
（
24
）。

（
117
）　

兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
三
〇
一
頁
、
三
ケ
月
・
前
掲
書
注
（
21
）
四
三
七
頁
、
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
一
頁
、
松
本
＝
上
野
・
前
掲
書
注
（
16
）
五
五
四
頁
、
秋

山
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
16
）
三
〇
一
頁
、
和
田
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
八
八
頁
、
河
野
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
二
九
頁
、
小
島
・
前
掲
書
注
（
5
）
五
七
四
頁
、
川
嶋
・
前
掲

書
注
（
5
）
六
二
一－

六
二
二
頁
、
三
木
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
四
九
五
頁
〔
笠
井
正
俊
執
筆
〕、
長
谷
部
・
前
掲
書
注
（
9
）
三
〇
三
頁
、
笠
井
＝
越
山
編
・
前
掲
書
注

（
42
）
九
六
三
頁
〔
越
山
和
広
執
筆
〕、
石
渡
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
一
八
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
三
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
な
ど
。

（
118
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
二
頁
。

（
119
）　

仮
に
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
に
訴
訟
要
件
を
必
要
と
し
た
と
す
る
場
合
に
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
望
む
当
事
者
が
、
実
質
的
に
は
そ
れ
ら
と
同
様
な
効
果
を
も
つ
訴
訟
上

の
和
解
に
切
り
替
え
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
（
互
譲
の
要
件
の
問
題
〔
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
三
四
頁
〕
な
ど
は
、
一
旦
措
く
と
し
て
）、
訴
訟
上
の
和
解
の
成
立
に
訴

訟
要
件
は
不
要
で
あ
る
の
で
、
当
事
者
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
帰
結
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
手
続
の
形
式
性
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
意
思
自
治
に

基
づ
く
請
求
の
放
棄
・
認
諾
の
成
立
を
柔
軟
に
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
120
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
一－

六
二
二
頁
と
六
二
二－

六
二
三
頁
注
（
25
）。
な
お
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
た
と
え
ば
、
兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
二
九
九
頁
、
三
〇

一
頁
な
ど
で
は
、
請
求
の
認
諾
と
請
求
の
放
棄
の
概
念
、
性
質
、
要
件
お
よ
び
方
式
に
つ
い
て
は
、
両
者
が
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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（
121
）　

新
堂
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
六
二
頁
、
松
浦
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
四
七
一
頁
〔
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
執
筆
〕。
こ
れ
は
、
請
求
の
放
棄
が
、
被
告
に
よ
る
請
求
棄

却
の
申
立
て
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
原
告
が
ま
ず
請
求
を
定
立
し
た
以
上
は
、
次
に
被
告
の
対
応
を
求
め
る
の
が
筋
で
あ
り
、
そ
の
前
に
原
告
の
処
分
行
為
を

認
め
る
の
は
公
平
を
欠
く
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
係
属
後
に
は
、
被
告
が
、
提
訴
の
不
適
法
を
主
張
し
、
訴
え
の
却
下

を
申
し
立
て
る
機
会
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
被
告
に
よ
る
請
求
棄
却
の
申
立
後
に
し
か
、
請
求
の
放
棄
は
で
き
な
い
と
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
請
求
の
放
棄
に
つ
い
て
も
、
被
告
へ
の
訴
状
の
送
達
に
よ
り
訴
訟
係
属
が
生
じ
た
後
か
ら
可
能
と
な
る
と
す
る
見
解
（
秋
山
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
16
）
二

九
八
頁
）
や
、
ま
た
、
訴
訟
係
属
後
で
、
原
告
が
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て
訴
状
を
陳
述
し
た
時
点
か
ら
可
能
に
な
る
と
の
見
解
（
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
一
頁
）
も
、

主
張
さ
れ
て
い
る
（
後
者
の
見
解
か
ら
は
、
最
初
の
口
頭
弁
論
期
日
の
前
に
弁
論
準
備
期
日
な
ど
が
開
か
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
期
日
で
は
、
請
求
の
放
棄
〔
認
諾
も
〕
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
一
頁
注
（
23
）〔
中
西
正
執
筆
〕）。
し
か
し
、
被
告
に
と
っ
て
は
、
訴
訟
判
決
に

よ
り
大
き
な
利
益
を
見
出
す
場
合
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
被
告
に
よ
る
訴
え
却
下
判
決
を
求
め
る
利
益
は
、
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
122
）　

上
訴
審
に
お
い
て
請
求
の
認
諾
が
な
さ
れ
る
と
、
請
求
の
認
諾
の
効
果
と
し
て
手
続
自
体
が
終
了
す
る
結
果
、
原
判
決
が
当
然
に
失
効
す
る
こ
と
に
な
る
（
請
求
の
放
棄
に

関
す
る
判
例
で
あ
る
が
、
大
判
昭
和
一
二
年
一
二
月
二
四
日
・
民
集
一
六
巻
二
〇
四
五
頁
、
大
判
昭
和
一
四
年
四
月
七
日
・
民
集
一
八
巻
三
一
九
頁
参
照
）。
そ
こ
で
、
原
判

決
に
仮
執
行
宣
言
が
付
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
そ
れ
に
基
づ
く
強
制
執
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
き
な
ど
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。

　
　
　

す
な
わ
ち
、
原
判
決
に
基
づ
き
自
己
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
被
告
・
債
務
者
が
、
上
告
審
で
も
敗
訴
濃
厚
と
み
る
や
当
該
財
産
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
後
に
請
求
を

認
諾
す
れ
ば
、
既
存
の
差
押
登
記
が
債
務
名
義
の
失
効
に
と
も
な
っ
て
抹
消
さ
れ
る
結
果
、
認
諾
調
書
に
基
づ
く
当
該
財
産
の
差
押
え
が
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
い
わ
ば
濫
用
的
認
諾
と
い
え
る
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
解
釈
論
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
手
続
対
応
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

第
一
は
、
裁
判
所
が
釈
明
権
を
行
使
し
て
、
そ
こ
で
の
「
認
諾
」
と
は
上
訴
の
取
下
げ
ま
た
は
上
訴
権
の
放
棄
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
陳
述
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
、
差
押

え
に
付
随
し
て
仮
差
押
え
が
な
さ
れ
そ
の
効
力
が
持
続
し
て
い
る
と
し
て
、
債
務
名
義
が
失
効
し
た
場
合
で
も
、
仮
差
押
え
と
し
て
の
効
力
を
存
続
さ
せ
る
考
え
方
、
第
三
は
、

債
務
名
義
の
連
続
性
（
債
務
名
義
の
切
り
替
え
）
を
認
め
、
一
種
の
無
効
行
為
の
転
換
と
し
て
、
認
諾
調
書
に
基
づ
い
て
既
存
の
執
行
手
続
を
続
行
す
る
考
え
方
、
第
四
は
、

こ
の
場
合
で
も
、
請
求
の
認
諾
に
は
原
告
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
処
理
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
第
五
は
、
そ
の
よ
う
な
請
求
の
認
諾
を
、
信
義
則
違
反
ま
た
は
権
利

の
濫
用
と
し
て
無
効
と
す
る
考
え
方
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
第
五
の
考
え
方
が
、
最
も
現
実
的
な
手
続
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
信
義
則
違
反
や
権
利
の
濫
用

の
認
定
に
困
難
を
来
す
で
あ
ろ
う
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
立
法
論
と
し
て
、
認
諾
判
決
の
制
度
を
復
活
さ
せ
原
判
決
の
変
更
の
形
式
で
手
続
的
な
処
理
が
で
き
れ
ば
、



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

七
〇
巻
二
号�

一
八
四

当
事
者
の
意
思
に
よ
る
訴
訟
終
了
・
考
㈢

五
九
六

債
務
名
義
の
連
続
性
が
担
保
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
妥
当
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
つ
き
、
戸
根
住
夫｢

請
求
の
放
棄
、
認
諾
に
関
す
る
現
行

法
上
の
問
題
点｣

民
商
法
雑
誌
一
〇
六
巻
三
号
二
八
四
頁
（
一
九
九
二
年
）〔
後
に
、
戸
根
住
夫
『
訴
訟
と
非
訟
の
交
錯
』
一
四
三
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
所
収
〕、

鈴
木
＝
青
山
編
・
前
掲
書
注
（
113
）
五
〇
一－

五
〇
二
頁
〔
山
本
和
彦
執
筆
〕
な
ど
を
参
照
。

　
　
　

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
、
よ
り
一
般
に
、
仮
差
押
え
・
仮
処
分
が
先
行
す
る
場
合
に
も
生
じ
得
る
。

　
　
　

請
求
の
認
諾
が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
事
者
間
の
意
思
の
合
致
に
基
づ
く
和
解
的
な
要
素
が
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
種
の
請
求
の
認
諾
を
踏
ま
え
た
訴
訟
上
の

和
解
の
勧
試
・
締
結
と
い
う
方
法
も
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
実
務
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
同
時
に
執
行
手
続
の
処
遇
を
も
視
野
に
入
れ
た
和
解
の
締
結

を
促
進
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
手
続
で
は
あ
る
が
、
裁
判
所
の
後
見
的
な
関
与
が
不
可
欠
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
123
）　

新
堂・前
掲
書
注
（
5
）
三
六
四
頁
な
ど
。
本
文
で
は
、二
重
の
債
務
名
義
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、確
認
請
求
訴
訟
や
形
成
請
求
訴
訟
に
お
け
る
請
求
の
認
諾
に
つ
い
て
も
、

判
決
の
外
観
除
去
の
た
め
に
、
上
訴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
訴
訟
終
了
判
決
に
つ
い
て
は
、
最
一
小
判
平
成
二
七
年
一
一
月
三
〇
日
・
民
集
六
九
巻
七

号
二
一
五
四
頁
〔
訴
訟
上
の
和
解
関
係
事
件
〕、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
80
）
二
二
頁
な
ど
を
参
照
。

（
124
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
書
に
そ
の
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
終
局
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、

上
訴
審
は
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
原
審
へ
の
差
し
戻
し
を
す
る
な
ど
を
し
た
う
え
で
、
原
審
に
お
い
て
請
求
の
放
棄
・
認
諾
を
調
書
に
記
載
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
（
高

田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
六
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕）
も
み
ら
れ
る
。
基
本
的
に
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
は
や
や
迂
遠
な
面
も
あ
り
、
上
訴
審

で
（
そ
れ
が
た
と
え
上
告
審
で
あ
っ
て
も
）、
口
頭
弁
論
等
の
期
日
を
開
い
て
、
そ
こ
で
放
棄
調
書
・
認
諾
調
書
の
作
成
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
た
と
え
ば
管
轄
や
費
用
な
ど
の
問
題
も
あ
る
ゆ
え
に
、
裁
判
所
は
、
自
ら
の
手
続
過
誤
の
是
正
と
い
う
側
面
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
意
向
を
聴
い
て
、
選

択
的
に
当
事
者
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
審
級
で
、
そ
の
種
の
調
書
の
作
成
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
の
協
議
が
調
わ
な
い
場
合
に
は
、
請
求
の
放
棄
の
場
合
は
、

原
告
の
意
思
、
請
求
の
認
諾
の
場
合
は
、
被
告
の
意
思
を
、
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
し
た
取
り
扱
い
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
請
求
の
放
棄
は
、
原
告
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
、
請
求

の
認
諾
は
、
被
告
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
手
続
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
125
）　

兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
三
〇
四
頁
、
三
ケ
月
・
前
掲
書
注
（
21
）
四
三
九
頁
、
高
橋
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
〇
六
頁
、
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
三
頁
、
梅
本
・
前

掲
書
注
（
16
）
一
〇
〇
四
頁
、
松
本
＝
上
野
・
前
掲
書
注
（
16
）
五
五
六
頁
、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
16
）
三
〇
九
頁
、
和
田
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
九
二
頁
、
河
野
・
前

掲
書
注
（
5
）
三
三
二
頁
、
小
島
・
前
掲
書
注
（
5
）
五
七
七
頁
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
三
頁
、
笠
井
＝
越
山
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
九
六
五
頁
〔
越
山
和
広
執
筆
〕、

三
木
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
四
九
六
頁
〔
笠
井
正
俊
執
筆
〕、
長
谷
部
・
前
掲
書
注
（
9
）
三
〇
五
頁
、
石
渡
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
一
九
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注

（
42
）
一
二
八
六
頁
、
一
三
一
二
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
な
ど
。
さ
ら
に
、
後
注
（
128
）
の
諸
文
献
も
参
照
。
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（
126
）　

訴
訟
上
の
和
解
に
お
け
る
和
解
調
書
の
効
力
に
関
す
る
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
三
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
127
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
七
一
頁
、
六
八
〇
頁
参
照
。

（
128
）　

兼
子
・
前
掲
書
注
（
19
）
三
〇
四
頁
、
三
ケ
月
・
前
掲
書
注
（
21
）
四
三
九
頁
、
松
本
博
之
「
請
求
の
放
棄
・
認
諾
と
意
思
の
瑕
疵
」
大
阪
市
立
大
学
法
学
雑
誌
三
一
巻
一

号
一
六
七
頁
（
一
九
八
四
年
）、松
原
弘
信
「
訴
え
の
取
下
げ
と
請
求
の
放
棄・認
諾
」
三
ケ
月
章
＝
青
山
善
充
編
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
新
版
〕』
三
〇
八
頁
、三
〇
九
頁
（
有

斐
閣
、
一
九
八
八
年
）、
上
田
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
四
六
頁
、
高
橋
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
〇
六
頁
、
伊
藤
・
前
掲
書
注
（
16
）
四
七
三
頁
、
松
本
＝
上
野
・
前
掲
書
注

（
16
）
五
五
六
頁
、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
16
）
二
六
三
頁
、
和
田
・
前
掲
書
注
（
42
）
三
九
三
頁
、
河
野
・
前
掲
書
注
（
5
）
三
三
二
頁
、
小
島
・
前
掲
書
注
（
5
）
五

七
八
頁
、
川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
二
四
頁
、
三
木
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
42
）
四
九
六
頁
〔
笠
井
正
俊
執
筆
〕、
長
谷
部
・
前
掲
書
注
（
9
）
三
〇
五
頁
、
石
渡
・
前
掲
書

注
（
42
）
三
一
九
頁
、
高
田
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
42
）
一
二
八
四
頁
〔
中
西
正
執
筆
〕
な
ど
。

（
129
）　

川
嶋
・
前
掲
書
注
（
5
）
六
一
五
頁
。

（
130
）　

な
お
、
先
に
述
べ
た
、
放
棄
調
書
に
既
判
力
を
肯
定
し
た
判
例
（
大
判
昭
和
一
九
年
三
月
一
四
日
・
民
集
二
三
巻
一
五
五
頁
）
の
後
で
さ
え
、
下
級
審
裁
判
例
で
は
、
認
諾

調
書
に
対
し
て
私
法
上
の
無
効
原
因
に
基
づ
く
請
求
の
認
諾
の
無
効
を
主
張
し
て
、
請
求
異
議
の
訴
え
（
民
執
三
五
条
）
を
提
起
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
（
東
京
高
判
昭
和

四
一
年
一
〇
月
一
三
日
・
下
民
集
一
七
巻
九
・
一
〇
号
九
六
二
頁
）
や
、
ま
た
、
請
求
の
放
棄
・
認
諾
が
無
効
な
場
合
に
は
、
期
日
指
定
の
申
立
て
に
よ
っ
て
訴
訟
手
続
の
続

行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
も
の
（
東
京
高
決
昭
和
四
二
年
四
月
二
一
日
・
下
民
集
一
八
巻
三
・
四
号
四
〇
七
頁
）
な
ど
も
存
在
す
る
。
大
判
昭
和
一
九
年
三
月

一
四
日
は
、
古
い
判
例
で
あ
り
、
判
例
変
更
が
望
ま
れ
る
。

（
131
）　

訴
訟
終
了
判
決
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
80
）
二
二
頁
を
参
照
。

�

（
未
完
）




